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東亜天文協會観測部月報

　〔注意〕今後，本馬潮測部内の各課と關係ある下記の現象についてのニウスは，観

測部の欄に記す．

　iよ県道呈　　　　9：菱文賢慮術　　　9：霧星揺　　　　、9：盗　　羅i

　　　　　　　　　　　　流　星　課通　信

　　　　　　　　　　　　　　小　棋　孝二　郎

　甚だ毛彫ではありますが，今回ぼ各地から十一刀の獅子座流星の報告が到着しつs

ありますので〆切り整埋に着手することを叉暫く延期します．（1933，12．30）

　英國でのジヤコビi二流星雨　去十月9Hのジヤコビ1二大流星雨は，英國でも多

くの人々が見た・但し，英國南部は曇りであった・此の日の現象は，曹逓の流星雨，

“Meteoric　shower”といふよりも，むしろ，流星嵐“Meteroric　sU〕rmと呼ばれ，てるる．

　観測の結果は，大略，下の如くである・

　］）流星は多くは微光で，大婚は4等級以下であった・Malta島では，1等級のもの

　　が只5％ぐらゐであった．

　2）　流星嵐の最盛時はほy“グリニチ時20時であった．

3）　流星嵐の時間は4時間乃至41／2時間であった．

4）輻射黒占は　　赤纒2641／2。　赤緯＋541／2。

　5）　流星の見えた日時は極めて短かった．P】’entice氏は十月8日にも，10日にも，1］

　　日にも見なカ》つた・

6）　流星の最多籔は，Leningradでは毎分100，　Pulkovoでは毎分300，0dessaでは

　毎分200であった由・

7）流星群の軌道は下の如くである・
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流星群
　36．06
170．8

196．0
　9，　．9．　9，　9

　6．6年

ジヤコビ1＝彗星
　　30，06

　171．6
　196．0
　　9，　．999

　　6．6年

ヘノ
露國Sアtinskala女史〔Obs．714〕

　　流星群
　　3U．78
　170．33
　196．oor
　　9，　．99，　68

　　6．605（假定）

東京押田勇雄氏
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●11，12爾日の小さv・～群を多くの方が見落したのは淺念であつた・此の黒黙は三澤
一氏の報告によれば中央子午線の稽東方であった．●満洲，朝鮮，四國，山陰，奥羽地
’方での新し）・襯測者の出現を希望する・熱心家の奮起を望む・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●2月1舶の日食の詳
細は天象欄を見て頂きた）・・
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　太陽黒貼面積と磁力との關係　米國ヰルソン山天丈蘂のS・B・Nichols（）n氏は太陽

　　面上の黒鮎の面積と磁力との關係を研究したそれによると，

　1）　黒黙の磁力は暗部中心が最も強く牛暗部の外学がゼロである・

　2）黒黙面積は太陽牛面の百萬分ノーを軍位として計算すれば，暗部面積は牛暗部

　　面積の雫均17・5％である

　3）　初め牛暗部50輩位までは磁力1500ガウスまで急直し，其の後漸進，面積300箪位

　　の所で磁力2700ガウス位の一一一定となる．

等が到明した・〔P・A・S・P・45，52（1933）；Obs・713（1933）〕

彗　星課報告

　彗星の光輝観測新法　彗星の光輝は，太陽からの距離や地球からの距離（△）によっ

て異なるのみならず，望遠鏡の口径や焦黒占の長さ等によっても攣化し，一般に非常に

不三二な結果を齎すものである・普通には，望遠鏡の三曲外の像によって彗星と比較

恒星とを比較し，叉は，口径を縮少して彗星像を恒星像の如くにして己れを比較星と

比べる（Bernheimer法A・N・248・195、等の方法を用みるが，結果は思はしくない，

近頃，濁國のM・Beyer氏は一定の10Cm望遠鏡に55倍の倍率を用ゐ，接眼鏡を適當

に引き娼して，彗星や比較星の焦鮎外罰が天空背景中に清滅するやうにし，其の接眼

鏡の位置を尺度で讃み取る方法を提唱した・之れにより測り得た彗星の光度をmtと

し，上れより，

Hoゴmt　－2．5　（nl　log　△　十n2　10g　r）

或は・むしろn1＝2と假定し，

　　　　　　Ho＋2．5n2　log　r　＝＝　mt　一5　log　A

と置いて，Hoとn2とを最小二乗法により，槻測から求めることとした・結果は

彗　　　　　星 Ho n2 mtの襯測範園

1932k　　（Peltier一、Vhipple）

P932n　（Dodwcll－Forbes）

P933a（Peltier）

P9329（Geddes）

7．5

V．7

X．9

R．2

8．89

U．55

R．39

S．03

6．7一ユ1．0

W．6－10．3

W．7－11．5

X．7－11．3

（A．　N．　5990）

昨1953年の彗星界　1933年中には下記の6彗星が目見された・
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假　符 登　　見　　者　　（登見日） 符　號 近日畏占 週－期 備　　　考

1933a L・C・Peltier　　　2刀16日 19331 19332　6．7 年 新

1933b A．Wachlnann　524 1933五 1933518．8 6．1 Winnec1《e

1933c R．Schorr　　　　　　4　23 工933皿 1933715．0 Giacobinf．Zinl〕er

1933d R　Carr註sco　　　7　15 一
？ 誤か？

1933e 1．1．M．　Je任ers　725 1934 1934227．8 Wolf

1933f F・LWhiPPle　10　21 19331V 1933802．6 7，486 新

　此の外此の年中に，Newman（1932f），　Dodwell（19t〕2n），　Geddes（／9329），　Schw－

assmann－Wchmann（192511），1〈：epff（工932e），　Borreliy（1932　i），Faye（19321），Broc）ks

19321n）等の彗星が各地で書目された．

　尚ぼ，Finlay彗星が六月中旬に近日鮎を通過した筈だから各地で熱心に捜索された

カζ，結局翌受見され・なカ）つた．

　今1934年度に近日黙へ再諦する筈の彗星は次ぎの三つである・

彗 星i近脇麗雛
Wolf

Ttittle－Giacol）ini

Encl〈e

2月28日

3　21

9　16

／　th
現 要 項

第　7回

第　3団

坐30回

‘去1933年7月末登見さる
／1933　e

軌道甚だ不確

認だ有望

爾ぼ此の外にも新星が心見さPtるかも知れな）．・・

　　　　　　　　　　　　墜光星観測報告　（11）

　　　　　　　　　　　　　小　山　秋　雄

　畑違の画数は6981個　去＋二刀末に濁國Berlin大国天丈奎から。‘小型出版物”第

13巻として，19・　34年度の追星目録及豫報一冊を受取つた・内容は例年の通り，（天界第

130號第57－58頁），全天の攣目を四つの表にして，槻知者の便に宜しく配列してある・

之れは　A・N・5967にある第31回命名表の中の下侍までを全部含み，攣星の維藪は

6081個となってみる・第一表は星座別にした攣星の総目録であるが，只，

　　RS＝Nova　3　Ophiuclii，　V＝：：1’Nova　1　1’ersei，　T＝＝Nova　1　Scorpii

の三つだけは，二重に表示され・てある．

　其の後のRS　Ophiuehi星　二八刀16日米國Ann　Arbor天川墓の三曲によれば，

蛇遣ひRS星のスペクトルは，明るい水素馨の外に，電離鐵や，中和ヘリウム4472A

や，電離カルシウム“K帯”があり，暗線の示す覗線速度は50及び2001（m／pecであ

る．〔PLIb．　Mich．　U・O・5，　ix・（1933）〕

叉，九月3日濁國ポツダム天丈毫の観測では，蜘（電離ヘリウム4686A（水素Hβ

とぼx“同じ強度（及び星霧線4959A及5007・tが見え，後者は九月ユ9日には極めて弱
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くなった・云々〔AN　5984〕

　最近，無口ヰルソン山天交塁　Adams塁長の饗表　（よれば，去十月2日に太陽コロ

ナ中の二線5303A及び6374Aが此の新星中に見えてみるといふ・會々，十月25日

Reuter通信によると，ノ・iゾ1ド大學修交毫のMcnzel氏は，コロナ中の三論力線が

申性酸素ガスの戦績な登光によると）・ふ楼表をしてみるのが興味深い．

　RS　Oph星は，　T　Pyx星などと共に，將來決して眼の離されな）・星である．

武者・星の第二次攣動点者・星はL・dg・d・・賑の徹底的な研究〔A・N・164（1903）〕

により週期27・1年といふ最長期のアルゴル型攣星なることが知れ，其の交蝕期間も無

慮2年にわたるものであるが，此のLudend・rff氏の研究中にも，既に此の星の光輝は

0・ln3程度の第二次攣動あることが感ぜられた・此の種の／J・攣動は1926－1930年間に

もGuthuik〔A・N・252（1928）〕，　J・stebbins等〔P．　A．56（1928）〕，∫acchia〔Bz　10

（1928）〕，Mc　Laughlin〔P・A・56（1928）〕等；によって認められた．

　Ludend。rffは叉其の後，分光観測によll　）此の星の醜線速度が，27年週期のぽかに

省ほ4乃至6ケ月の週期で小憂動ずることを認めた　〔Berlin　Sitz・一Ber　49（1924）〕・同様

なことは，1928一ユ930年の頃，O・Struve及びElveyがYerkes天丈塁の襯測で見付

けた，〔Ap・J・71（1930）；Y・o・P・7，　ii（1932）〕

M・Gtissow氏はBerlin大學天文塁で光電管による光度の精密画測により，小攣動

を認め，此の種の材料を綜合研究した・〔A・N5981（1933）〕

　セフエ座U星の研究　有名な二二UCepheiと）・ふ星は週期2工／2日の蝕攣星で，

極大6．8mから極小9．2mまで攣賭し，しかも其の天球上の位置は

　　　　　ct（1855．0）＝Oh　49，　m39s　　　　δ　（工855．0）＝十810　　05／5

であるから，北極に近）・ため，一年中連三三測がなし得られる便利がある・

　從って此の星の槻測は以前から，H．　Shapley〔Princeton　Contr．3〕，　Blazko〔Moscow

Aun．　（2）　5，94），　Dugan　（Princeton　Contr．　5），　Bal〈er　（Laws　Obs．　Bull．　30），　N“　ijland

及Fetlaar〔B・A・N・5，195〕，13emporad及Viola〔Contr・Capdimonte，2，22〕等；の観

測研究が機表されてみる・しかし，此の星は

　1）週期が一定してみないで，少しづ工増す傾向があること

　2）光度曲線が極めて非封構的なること

　3）蝕以外の時rcも攣識し，其れは星髄の楕二形や反射能によらな）・らしいこと

　4）分光槻測によれば，軌道の離心率は説き）・（0・474）が，眼覗観測には現はれな）・

こと　〔Carpenter氏，　Ap・∫・72，205〕

　titの星系は，源氏K6nigsberg大虚天丈塁のK・Waher氏の研究K6nigsb．　Ver6ff．

2，26；5，14〕によれば，

　輝星は　小形，殆んど球状，大密度分光型AO，

　微星は，大形7甚だしい楕圓騰，小密度，分光型KO
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である・去る1931年十月から1933年一月まで，Walter氏は叉，口径35糎の眼観望蓮鏡

にZeiss製の黄色板を用ゐ，眼窩的に観測をし，；其れとDugan（眼親），　Baker（六四）

Ca「raSCo（霧眞）等の襯測と比較研：堅した・其れによると，

　　　　　　　Walter　（19，　31－33）　Dugan　（1915）　Baker　（1900）　Carrasco　（19，　32）

　第一極小の深さ　　　2．エ5

　第二極小　，，　　　　0．08

叉，蝕以外の時の光輝は，分析して

Walter，

Dugan，

Bal〈er

Carrasco，

2．28

00．074

2．66

0．045

L＝1　十〇．oos7sine　一〇．0170cose　十〇．olsl．sin2e　一〇．0160cose

1ノ＝ユ　十〇．0022　　　 －0．0119

L＝＝1　一〇．0227　一〇．0071

L＝1　一〇．0032　一〇．0147

十〇．0215　．0，0081

十〇．0030　一〇．OOII

十〇．oor｝o　一〇．oos6

2．66

0．050

此のcosθの項よりK：星の反射恒藪としてZF均0・029郎ちLambert式のアルベ1

ドとして0・42を得ヌ，，CQS2θの項よbK星の楕率恒数としてO・38，即ち赤道離心率と

して0．28を得，

　尚ぼ，Walter氏は氏自弁のβLyraeやW　Ursae　Majorisの研究方法を鷹野して，此の

UCephei系の蓮動中に0・d77及び3・d25の二種の秤動運動を登漏した・〔A・N・5997〕

　攣星セフ即座LT星の研究　　TZ　Cepheiが攣i明することは1921年に来國ハ書ゾ

1ド天文皇のJ・c・Mackie女史が登表し〔H・c・225〕，襯測はw・Hassenstein，　A・

Brun〔1双oII　Bull．6，242（1924）HSchneller〔Berl．　Babelsb．　Verδff．8，　vi（193】）〕等

があり，H．　Ludendorff〔Handb・da　Aph・vi］65（1928）〕等の研究も．ある・攣光範園

はユ0・3－12・O位，週期はセプアイ星（李；均葡日以下）とミラ星型（90日以上）との中間で，

一般に注意されてるる・近年W・Hassenstein氏の観測及び研究によれば，攣光曲線

は，牟ば規則的で，極大も極小も概ねP＝83．3日といふ長さであり，極小から極大へ

の上昇は36日帥ち0・43×Pである・週期の攣動は比較的小さ）・けれ’ど，しかし，極大極

小光輝や，範園や，光度曲線の形等はひどく墾る・攣光範園は1’Ln位が最も多いけれ

ど，稀には2mにもなる．此の攣星はCephei型とMila型との中間に位ずるもので，

光度下降期に第二波があることはCepheid型を示し，叉，攣光範園や週期の攣化な

どは　Mira型を示す・篇眞光度の範圃は眼覗光度のものよりも大である・しかし，

RV　Tauriの如き性質は見えない・〔A　N・5992〕

　適者座SX星の爲眞観測　sx　Aurigaeが攣光することは1900年Miss　I・eavittが

蛮見し〔H．C・130（19）〕，　Enebo氏の眼観襯測〔Beob・verandl・Sterne，　iii・iv・v・（19

00）〕と，Martin及1）lummer爾氏の篇眞観測〔MN・77，627（1917）〕とがあり，5〈，

Hertrsprung氏の週期の研究　〔BAN・lv，ユ47，ユ48，（1900）〕がある・其の後，　P・Th・

OJsterhoff氏は19U年以來卯月観測をつづけた・此の星と，　Oosterhoff氏の比較星とは

　　　　　SX　Aurigae＝BD．十41。ユ10ユ＝＝H．　D．33357ア　Sp．　A3

　　　　　比較星　　＝B・D・十42。1197＝H・D・33411，　7，　B8光度8・06
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結局，算出し得た最夏の攣光要素は

　　　三ヒ要極小＝　∫．D．2425745・4588十工．2100772E

極大光度＝＝8221　主要極4・光度＝＝8．97　第二極小光度＝＝8．67
叉，

∠斗斗径　　　　r】　こ　0・529

　　　　r，二〇．466

　　k＝r2／ri　＝：　O．88

光輝　　L」＝O・652

　　　　L2　一一　O．345

表面光輝の比＝　12／「1＝Y＝0．69

軌道面の傾斜：・・：トgo。

極小時に蝕される件星の比＝oc＝1・00
『写均密度　　　　　　　Pl　＝　0．031×O

　（等質量）　　P2　t・｛）．　045

　　　　　　　　　　　　　　CBAN一　250）

　新饗星62個　濁國Berlin市Babelsbergにある大學天文塁のS・nneberg出張所の

O・Morgenroth氏は工4cm三枚玉カメラにより新らしく62個の攣i星を二見した〔A・N

5981〕多くは12等以下の微光星であるが，只一っ，343．1933Aurigaeは，　BD＋35。

1304＝H・D・40457（Sp・F5，眼視7・m82，鳥眞8．m24）で，赤経（1855．0）5b50m46・s6

赤緯（1855・0）＋35。17！8の位置にり，あ攣光範園は．8・一8．m5であり，しかも攣光年

は不明である・
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　　　寓眞課は俄然として

　　活躍し始めました．今

＋5¢月號から，表紙の第二

　　頁と第≡1頁とを寓眞課

　　員のために捧鵬毎月

　　新しい成績を揚げます・

÷20先づ今月號は二大遊星

　　掩蔽の二日で戸閉です・

　　尚ほ1二叉課の仕事は
；s　多種多檬で，流星，黄

　十10
　　道光，太陽等々，他の

　　課への研究的侵入も愉

　　快なことですから，課

　O員は本親測部の欄全部

　　を注意深く御研究下さ

　　い．殊に目下窟眞課か

　　らの援助を希望されて
　一IP

　　みるのは攣星課や小遊違

　　星方面です　　（幹事）
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遊星面課
幹事　宮本及　木曽

襯測臨御

金星，好機ではあったが，各地とも季節風に災されて弱った様子である・共同観測

の様子を表にする．（伊達氏のは未着）

申
　　102cm反射
野

毒・…mrxSt憾・・2・嘱折

酬・模檬鍔レ模様鍔・鴨脚
ユ2月ユ日

@§
@慧

7　　在　スケチ

「6　　毎　　6P、

T　無
6 1　　一
7 3　　＿ 6　　鉦　・b、、

8
9
0
　
　
1

7　　在　スケチ

2　　一 4　無

11 7　？　淡）・？ 7　　細三　調，，、

9
臼
3
4
ム
ー
－
　
1

2　　一

5　　佃i　縛卜、、

S　　鉦亨　」」L、　　■

醤 5　　鉦　‘，b、

7
8
9
0
1
1
1
2

3　　＿

5　無

墨 ・？｛翻
23 3　　一　　　一
24 7　　？　スケチ　　．

4　無 4　無？
25 5　　？

．

　先づ二流の悪い事で，太陽ではさ．して悪くなさそうなHも，金星を見ると御話しに

ならな〉・時が多v・・Seeing　3以下definiti・n　RP以下は結果は取り上げて居な）・．金星

の大騰は吐け際が暗くなるのと，爾尖端が明るく感ずる黒占は，當然で誰も認めて居る．

　3日に伊達，中野爾氏のスケッチが相似して，中央よりも南の尖端に近く淡暗い模様

が出て居る・なほ伊達氏のには・北端から稽離れて白斑が現れ，7日に宮本氏のスケッ

チでは反古の端の白斑が“稽ズレて居る襟に感ぜられた”とてスケツ．チしてある・

17日大朝紙上で荒木氏が模様が見えたと報じ，10日の中野氏のスケッチでは南端近く

淡く模様が見えて居る・其後中下旬は総髄に氣流悪く，21日の木邊，24　Hの中野爾氏

の分も疑問の黒占はあったが，決して目立つた物ではな）’・総髄淡）・もの故個人差が強

）・のは已むを得な）・が，かつてバiナ1ドが一回見たと云ふが如き“朔然たる模様”

が潤れば，連績に見て居れば見逃さずに面白い結果が期待出來る．2月には東天へ廻る

が，本當の見時は4，5月中同流のよ）・時に，金星が半月型以上に尖って居る時こそ

（小さくはなるが）見時かと思ふ・猫ぼロス氏オご紫外線で縞が撮影され易いと調印して
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居るのだから・ム1．ングラスを使用されるなれば潔色の方が幾分でもよ・’かと思ふ・

　木星　は東天で寒い時期なので見るのが辛いが，これは小口径も申口径もそれぞれ

見るべき事が多い・出來れば，一下雨中に冷感赦のスケッチをすれば最上である・當

観測部としては當面，例の大赤斑を経度0。度として30。度毎，出船なければ60。度毎に

中心線を定めて行く事に定めた・

　猫御承知とは思ふが是から初める方の爲めに次に訳：明を加へて置く・

　Seeing及definitionは故申村氏が取ったのを使用する・念の爲め紹介して置く，シ

】イングは像の見え方，デフイニシオン，は像の朋瞭さを云ふ・

　シIlング　（Seeing）

　　1像は全く臥れて遊星の形状も分らぬ
　　2形状は分るが模様も何も見えない
　　3模檬のある事だけ分る
　　4像全膿は常に動くが，模様は所々時々見える
　　5像の正しい形状が到り，模襟も時々細部が見える
　　6像は動）・て居るが，注意すれば細部が可なり見える

　　7像が工程静かになり細部が大引見える
　　8像は一層静かで，細かい模檬の形状が分る
　　9像は殆んど動かず極めて細部が見える
　　10像は完全に静止して，望遠鏡の能力限りの細部が常に見える・

　デフイ＝シヨン　（De丘nition）

VP（Very　poor）　像は全くボケて唐る

P　（Poor）　　　像はボケて，周邊も明かでなv・

RP（Rather　pOor）像の周邊が時々見得る

M　（M・derate）　像の邊がボケたり叉一部明瞭である

RG（Rather　good）像の邊が時々ボケる事がある
G　（Go・d）　　像は明瞭で，周邊も・’ッキりして居る

VG（Very　good）像は極めて明快で邊の明暗は切った檬に鮮かである

　以上は火星襯測の時に使用されたのであるが意味は金星等にも遁ずる．極限二重星

はシ1イング6位なれば大土見えるのが逓常であるから遊星観測の時の標準になる・

（幹事記）

　土星の自韓週期　昨年，土星に白斑が規はれたりしたので，土星の自曹週期の問題

がヌ．ワイワイ騒がれてみる．

　土星の表面に模様らしいものを見たのはCassiniとFatiuが最初（1683年）であった．

けれど，自知の有無は定まらなかった・其の後，多少の古記錐はあるが，最も確かな

自轄週期を決定したのはWm・Herschelで，1794年に，10h16mOO・4と登表した・次

いで濁國のSchr6terは11h51m，11h40．m5，及び12h以上と）・ふ三種の自轄週期を登

表したが，当れには何かの錯誤があるらしい・

　1876年1（米國ワシントン天文塁のA．Ha11教授が赤道上の白斑を登山し・其の槻

渦1から自車專i置期を10h14m23・s8と決定した・

　1891年から18％年までに英國のA・Stanley　Williams氏は，赤道白斑を槻測して，



148 東亜天文協會襯測部月報 天界．154

10h14tn21．s8（1891年），10h13m38s．4（1892年），10h12m59．s4（1893年），10h12m35．s8

（1894年）と決定した・省ぼ，1893年には北緯17。乃至37。に斑黙を見て，自轄10h14・m5

乃至10hO5mを決定し，翌1894年には10h14・’n7乃至10h15・m8と定めた・

　1903年六月15日に，Barnard氏は北緯36。1／2の所に斑貼を見つけt7自軍を10h38m16s

と槻測した・之れにつ）・て後にHoughは此の斑黒占の自曹週期が漸次減少すると云ひ，

Denning氏は同年七月から九月までの自均の三指とBamardとから，週期10h38mO3s

とし，尚ほ，年末までの観測からDennin9は週期が工Oh37m56sに減少したと考へた・

　191⑪年にT・E．phillips師は一白斑を見，近年整理研究して，週期を10h37mとした・

　故に，1893一一4年頃のWilliam氏の槻測を除けば，土星は木星の如く，高緯度と赤

道とに於）・て異る二種の自虐週期があることほし“確かである・

　昨今の白斑については米だ決定的なことは不明であるが，九月】0日までの観測では

10h14m15sが確からしい・

　　　　　　　　　　　　　豫　　報　　課

　小遊星が近づく・之れは眼親的にも寓眞的にも．好）・見ものである・冥王星は最大張

力の窺眞カメラが必要である・光度は15・9

　　　　　　　　小遊星ゴスタの位置　Ephemeris　o±（4）Vesta・
掛
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